
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 
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体育祭の部・チーム顔合わせ 12 月５日（木）７校時に南高祭・体育祭の部 種目・選手決めが行

われました。今年度は南高祭体育祭の部が２回ある珍しいタイミングです。来年３月 12 日（水）に横浜

BUNTAI で２回目の体育祭の部が開催されます。附属中学校と南高校とで体育祭の部をしばらくの間、

別々に開催していましたが、中学 1 年生から高校２年生まで合同で開催することになりました。４つの

色に分かれ、クラスや学年の枠を超えてチームを編成します。今回初めて、それぞれの色に分かれ、チ

ームの顔合わせを行いました。高校２年生のサポートを受けながら高校 1 年生の体育祭実行委員が中心

となって運営し、色ごとで会を進めました。終わってから、中学生何人かに少し話を聞きましたが、「南

高はすごい、行事のスケールが大きい。」と嬉しそうに話していたのが印象に残りました。初めての会場

で行う生徒会行事、どんな体育祭の部になるのか楽しみです。今回の顔合わせもあくまで生徒が主体と

なって運営しており、初の試みを成功させようとする中高体育祭実行委員の頼もしさを感じました。 

 

附属中学校生徒会企画 12 月 10 日（火）７校時に附属中学校生徒会全校企画が行われました。第３

回となる今回は、「副校長 本江聡美の秘められし才能～１枚の教室風景」と題された謎解きゲームでし

た。ストーリーは、本江副校長の力によって教室に閉じ込められてしまった全校生徒が、ヒントを頼り

に協力し、脱出を図るというもの。今までの全校企画と同じく、各学年２人計６人が１チームとなり、

全 80 チームが生徒会本部役員の皆さんが周到に準備した、本格的な脱出

ゲームに挑戦しました。主人公として動画に出演した本江副校長は、

「別々に撮影されたたくさんのシーンが自然につながってゲームへの導入

がうまくできている！」と、本部役員がつくった動画の完成度の高さに驚

いていました。謎解きはかなり難しそうに見えましたが、画像にあった机

の配置をよく見て、クロスワードになっているという仕掛けに気づくと、

脱出に近づけたとのことです。各クラスを回って活動の様子を見ました

が、どのチームも真剣に謎を解き明かそうと協力していました。最終的に

脱出できたのは 26 チームでした。お疲れさまでした。来年２月にも全校

企画があるとのこと。楽しみにしています。 

学年や学級の枠を超えて、行事や学習活動で協力し合える、南高・南高

附属中の生徒の皆さん。何度も繰り返してしまいますが、本当に素晴らし

いと思います。令和６年も残り 1 週間となりました。来年も、協力しあう

姿勢を続け、かけがえのない、一層楽しい学校生活を満喫してほしいと思っています。 

                           

          

発行日：令和６年 12 月２5 日（水） 

発行者：横浜市立南高等学校附属中学校 

学校長：星野 浩 NO．８ 

ＮＯ 

３年学年だより 

学年・学級の枠を超えて 
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 １２月２4 日（火）3、４校時に、南高ホールで年納めの学年集会が行われました。はじめに、生活委

員から「いじめ防止」の発表がありました。ここでは、「いじめ」と「いじり」について考え、いじめを防

止していくために必要なことについて、発表をしました。次に、 ファゴットの発表、 全国ジュニア英語

スピーチコンテストのスピーチを行いました。その後、学級委員主催の学年レク「あなたは先生より賢い

の？」を行いました。学年の先生たちに、事前に学級委員が考えた問題を解いてもらい、生徒たちは

それと同じ問題を学年集会で解き、自分たちの点数と先生たちの点数を比べました。スペシャルゲ

ストとして、事前に副校長先生にも問題を解いてもらいました。見事なまでの実力を披露し、生徒か

らも歓声があがっていました。その後には冬休みに誕生日を迎える先生の誕生日会を行いました。

学級委員が中心となり、２組の週プランに書かれている「先生からのコメント」を使って盛大にお祝

いしました。 

昨年度から毎回のことですが、今回の学年集会でも、学級委員が準備や当日の運営など自分た

ちの力で頑張りました。早いもので、２０２４年もそろそろ終わりを迎えます。そしていよいよ附属中学

校の卒業まで残すところあと３ヶ月となりました。卒業式で立派な姿を見せられるように、残りの時間

も全力で成長していきましょうね。良いお年を。 

問題例 

問題①次の情報からあるものを一つ当ててください。 
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問題②99から１は何回引けますか？ 

 

問題③左のピクトグラムの表すスポーツを当てなさい。ヒント

は右の数字です。 

           ＝１５３１０、、３２６、、１２38、、１８ 

  

年納めの学年集会 

みちをの独り言 

個人面談では、「今年のふり返り」と「今後の決意」はできましたでしょうか。以前「失敗の科学」とい

う本を読みました。端的にいうと、「失敗は成長に欠かせない」「失敗を受け入れることが大事」といった

内容です。失敗に限らず成功も含めて、過去から学ぶことは、人を大きく成長させます。2024 年も終わ

りに近づいてきました。2025 年は中学を卒業し、新しい場所でのスタートが始まります。いつでも、ど

んな環境であっても、過去から学び成長し続けるみなさんであってほしいと思います。それでは良いお年

をお迎えください。 



 

 

クラス 名前 表彰内容（大会名等） 

１組 

１組 

２組 

３組 

４組 

 税についての作文コンクール横浜市港南区長賞 

税についての作文コンクール横浜南納税貯蓄組合連合会優秀賞 

税についての作文コンクール横浜南納税貯蓄組合連合会優秀賞 

税についての作文コンクール横浜小売酒販組合南支部長賞 

税についての作文コンクール横浜南納税貯蓄組合連合会優秀賞 

３組  
横浜市総合体育大会ソフトテニスの部 

男子団体戦第５位 

３組 

４組 

 第９２回全国書画展覧会 書写の部 金賞 

第９２回全国書画展覧会 書写の部 筆都大賞 

第 57回公募竹青社書展 教育部 横浜市長賞 

１組  よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト市本選優秀賞 

１組 

４組 

４組 

 
横浜市中学校総合体育大会ロードレースの部 

男子３年団体 第３位 

３組 

４組 

 
体育活動優秀生徒 

４組  
全国ジュニア英語スピーチコンテスト 

Masters Division 最優秀賞 日本ＬＬ教育センター 代表理事賞 

２組  

第 57回公募竹青社書展 教育部 入賞（山口文林堂賞） 

第 57回公募竹青社書展 教育部 金賞 

第 57回公募竹青社書展 教育部 金賞 

第 57回公募竹青社書展 教育部 銀賞 
 

令和 6年度 横浜市学力・学習状況調査 結果 〖国語〗 

横浜市の全学年を対象として４月２６日（金）に実

施された令和６年度横浜市学力・学習状況調査の

結果をお知らせします。グラフの上段が本校、下段

が横浜市の平均です。 

※学力層 B:おおむね満足 学力層 A:優れている 

 

〖社会〗 〖数学〗 

  

〖理科〗 〖外国語〗 

  
 

11 期生、活躍しました！ 


